
 

 

 

 

 

 

 

メールマガジン 第１号 令和３年１月発行 

  

●●● 第１号の記事 ●●● 

■会長あいさつ ■コロナ禍のＰＴＡ活動どうしてる？ ■「カラオケアプリ」に注意  

■コラム：知ってる？ＰＴＡ！① 

 

 

 

横須賀市ＰＴＡ協議会（以下市Ｐ協）会長の櫻井 聡です（荻野小学校ＰＴＡ会長）。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が収まらず、皆様も不安な中生活されていると思い

ます。市内の新型コロナウィルス感染が急速に広がっております。傾向としまして、保護者か

ら子どもへの感染が非常に多くなっています。保護者の方は会食や会合はできるだけ避けて、

家庭内でも手洗い消毒などを行い、子どもが感染して学校で広がるような事がないように充分に注意をお願いいたしま

す。 

 また、市内の学校で感染者が出た場合、児童・生徒の場合は学校名を公表しないルールとなっております。この事を

踏まえ、SNS での拡散や詮索などが横行しませんよう、また、感染されました児童・生徒やご家族への誹謗中傷などが

絶対に起きませんようにご協力お願いいたします。 

 

 さて、横須賀のＰＴＡは、任意加入問題やコロナ禍での対応で、現在改革の時期にきています。そこで市Ｐ協では、

少人数、低予算でも楽しくスマートにＰＴＡ活動を行う、よこすか「スマ楽ＰＴＡ」を推進しています。市Ｐ協も「ス

マ楽ＰＴＡ」の一環として広報紙のメルマガ化にチャレンジしてみました。今回はその第１号になります。 

 今後も皆様に読んでいただけるような、メルマガの最大の特徴であるタイムリーにお伝えできる話題を発信していき

たいと思います。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

今年度は新型コロナウイルス感染症のために、すべての学校行事がいつものようには

行えず、学校の先生方はもちろん、各 PTA の運営の方々も「今年度は子どもたちに何をし

てあげればよいのだろう?」 と困っていませんか? 

また、運営さんたちはどんな活動をしているのだろう?と思っている PTA 会員の方も多

いのではないでしょうか。 

そこでこんな 「コロナ禍」 だからこそできる PTA 活動を伺ったので少し紹介したいと

思います。  

 

〇 「こんな時期だからこそ必要なものって何?」 「欲しいものリスト下さい!」 という事で学

校からリストをもらい、 次のようなものを PTA の備品として学校に置く予定だそうです。  

・冷風機   ・大型扇風機   ・サーキュレーター ・空気清浄機 ・加湿器  

・アルコール消毒液   ・防災用バック(生徒用)    

・子ども新聞を図書館に設置  ・本  ・防災グッズを卒業記念品として取り組む 等々 

 

いかがですか? ご紹介したものはほんの一例にすぎません。 学校としては必要なものや、 あったほうが良いものが

沢山あります。 

実は PTA から学校へ「寄付をする」のは、可否に関して意見の分かれるところで大変難しいので、「PTA の備品とし

て学校に配置し、学校に管理してもらう」という形をとることが多くなるため、学校としても 「これが欲しいから買っ

てください」 とは言いにくいと思います。だからこそ、PTA から学校に「何かありませんか?」と聞いてみるといいか

もしれませんね。 

コロナ禍で学校に通っている子どもたちのためにも、子どもたちを指導していただいている先生方のためにも、 会

員の皆さんの学校に対する「子どもたちをお願いしますね!!」という気持ちを具現化するためにも、こんな活動をして

みても良いのではないでしょうか。 

 

 

 

これから冬休みに入りますが、コロナ禍の影響もあり、子ども達がスマホや

ゲーム機に向かう時間が多くなり、保護者の皆様も心配かと思います。冬休み

に入る前に、親子でスマホやゲーム機使用のルールを話し合いましょう。 

無料で採点 

カラオケアプリ 



最近では「カラオケアプリ」で、小・中学生の炎上・情報流出・詐欺・性犯罪が発生しています。 

 「カラオケアプリ」というと、害がなさそうな感じがしますが、現在のゲームやアプリは多機能化して、ＳＮＳと同

じ使い方が出来るものが大多数です。アプリやゲーム内で、友達だけではなく知らない大人とも通話やチャットができ

る機能も備わっています。「カラオケアプリ」だから安心と思わずに、本来の目的以外の事に使っていないか、子どもに

聞いてみましょう。 

また、本名や顔写真での登録や投稿は危険です。本名や顔写真を出さなければ犯罪にあう確率が減ります。子どもに

はなぜダメなのか理由を説明し、リスクをしっかり理解させながら伝えましょう。 

インターネットの世界は、被害者となる危険はもとより、加害者になってしまう危険もあります。子どもたちが犯罪

に巻き込まれたりかかわったりしないよう、子ども達がどのような使い方をしているのか、あらためて親子で話し合っ

てみてはいかがでしょうか。 

市Ｐ協ケータイ・ネット安全委員会 委員長 中里 崇彦 

 

 

 

 

 

ご存じの方もいると思いますが、 実は知らない方もいる事をちょっとご紹介します。 

「PTA の会員ってどんな人がなっているのか」 …ご存じですか? 

いやいや、学校に通っている子どもの保護者に決まっているでしょう!と思いますよね?実は違う

んです。保護者だけではないんです。Σ(°,Z;l°) 

実は各学校の先生方も PTA の会員なんです!!Σ(・ω・ノ)ノ! 

皆さん知っていましたか?実はこの記事を書いている私は役員をやるまで知りませんでした(^_^;) 

その学校の先生は勤め先で会費を払い、 もしお子さんがいればそのお子さんが通っている学校の PTA 会費も…(・・;) 

だから Parent-Teacher Association(保護者と教職員による社会教育関係団体) なんですね(^▽^)  
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編集後記 

学校で集まって活動を行うことも困難なのかもしれませんが、こういう時だからこそ、備品整理をしてみたり、本当に必要なものがないか、会話

をしてみるのもいいかもしれませんね。 


